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資料 6－1 新たな確かめ方における調査のプロトコル 
加法Case1 

 
加法 Case1                   A：あやか I：調査者 

プロトコル 様子 

01I この問題の計算で答えが正しければ○
を，間違いがあれば正しい答えをかい

てください． 
02A はい． 
03A できた． 
04I 今度は別の方法でやってみて． 
05A はい． 
06A できた． 
07I じゃあ，この問題 1の計算の答えが正

しいかどうか，どのように確かめたか

教えてください． 
08A 29＋32して 61だから○にした． 
09I 2番と 3番も同じようにした？ 
10A うん． 
11I じゃあ問題 2はどうやって考えた？ 
12A 125－27をして 98になったから○に

した． 
13I 2番は？ 
14A 381－154をして違うから，154＋237

をした． 
15I 3番もいっしょ？ 
16A うん． 
17I はい，分かりました．こういうやり方

もあるね． 

01I 問題 1の用紙を渡す．  
 
 
02A 問題 1 を解く．筆算で同

じように計算する．かい

た筆算は消す． 
05A 問題 2 を解く．和－被加

数＝加数で確かめた後，

もう一度同じ計算を筆算

でして正しい答えを求め

る． 
08A 問題1の①29＋32＝61の

確かめ方を式と答えを指

さしながら説明する． 
 
12A 問題 2 の①27＋98＝125

の確かめ方を式と答えを

指さしながら説明する． 
14A 問題 2 の②154＋237＝

381 の確かめ方を式と答
えを指さしながら説明す

る． 
 
 



 

   今日は他のやり方で確かめてみよう

かなって思います．もう一度計算する

と繰り上がりのある計算をすること

になるよね．そうならないようなやり

方ができないかなと思って，今日は他

の方法を紹介します． 
   問題 1の 29＋32＝62を確かめます．

29に 1をたして 30にして， 29に 1
加えた分を，32 の方で 1 減らして，
30＋31 にします．これはいくつにな
る？ 

18A 61 
19I 61 になるね．ということは，29＋32

の答えと同じ答えになるね．答えは○

になります．こうやって，簡単な数に

なおして繰り上がりのない足し算す

るという確かめ方です． 
次の問題にいきたいと思います．問題

1 の②542＋38＝570 の計算を確かめ
ます。これだと，どっちにいくつたし

たりひいたりしたらいいかな？ 
20A うーん． 
21I どうしたら繰り上がりがない計算にな

るかな？ 
22A うーん． 
23I 542から 2をひいて 540にします．そ

したら 38にも同じ数たさないといけ
ないから，＋2します．そしたら，540
＋40になって，答えは？ 

24A 580 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

25I そう580になるね．そしたらこれは542
＋38＝570 の答えと違う答えになる
ね． 

   次に問題2の③2499＋1336＝3735の
計算を確かめます。この計算だとどう

したらいいかな？  
26A うーん． 
27I どっちにどれだけたしたらいいかな？ 
28A うーん． 
29I 2499に何かたしたりひいたりして，き

りのいい数字にできたりしないか

な？ 
30A 99ひく． 
31I 99ひく．他に簡単にできる方法ないか

な？ 
32A うーん． 
33I 2499から99ひいたら，2400になるね．

じゃあ，2500 にするにはどうしよ
う？ 

34A 1たす． 
35I 1 をたした方が簡単だね．そうすると

1336の方はどうしたらいい？ 
35A うーん． 
36I 2499に＋1をしたから，1336の方は？ 
37A ひく 1 
38I ひく 1 しようか．そうしたら 2500＋

1335にって，答えはいくつになる？ 

39A 3735 
40I 3735．700になる？ 
41A うーん？あっ 800？ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 
 
 
 
 
 
 
 

42I うん．3835だね． 
   それで，2499＋1336＝3735の答えと

違う答えになるのが分かるね．このや

り方分かった？じゃあ，このやり方を

使って，問題をといてみてください． 
43A はい． 
44A できました． 
45I そうだね，できましたね． 
   今日確かめ方変えてやってもらった

けどうだった？ 
46A やりやすかった． 
47I やりやすかった？これからテストとか

で計算の問題が出て，自分で答えを求

めたあとに，あってるかどうかを今日

の確かめ方を使ってやってみたいと

思う？ 
48A うん． 
49I 今日やってみた中で，難しかった，分

からなかったことある？ 
50A 大丈夫だった． 
51I 大丈夫だった？そうか．ありがとう．

これで終わります． 

 
 
 
 
 
43A 問題3の①59＋13＝72を

60＋13＝73 を筆算でし
て，加数から 1 ひき忘れ
ていることに気づき，60
＋12＝72 を筆算でして
確かめる． 
問題 3 の②431＋69＝
490 を 430＋70＝500 と
筆算をかいて確かめる． 
問題 3 の③1498＋6445
＝7943を 1500＋6442＝
7942と筆算でして，加数
の数を間違えていること

に気づき，1500＋6443＝
7943 と筆算でして確か
める． 

 



 

資料 6－1 新たな確かめ方における調査のプロトコル 
加法Case2 

 
加法Case2                    K：けいた I：調査者 

プロトコル 様子 

01I この問題の計算で答えが正しければ○
を，間違いがあれば正しい答えをかい

てください． 
02K はい． 
03K できました． 
04I 今度は別の方法でやってみて． 
05K はい． 
06K できました．でも問題 1の③と同じに

なっちゃった． 
07I いいよ大丈夫．じゃあ，この問題 1 の

計算の答えが正しいかどうか，どのよ

うに確かめたか教えてくれる？ 
08K ええと，暗算で，2＋9で 11で，ここ

に 10をたして 61だから，○にしまし
た． 

09I 2番も同じやり方かな？ 
10K はい． 
11I じゃあ 3番は？ 
12K これは筆算で． 
13I もう一回計算した？ 
14K はい． 
15I はい，分かりました．じゃあ問題 2 は

どうやってした？ 
16K こっちは全部筆算で． 

01I 問題 1の用紙を渡す．  
 
 
02K 問題 1 を解く．①，②は

暗算で，③は筆算をかい

て同じように計算をす

る． 
04I 問題 2の用紙を渡す． 
05K 問題 2 を解く．筆算をか

いてもう一度同じ計算を

する．  
 
08K 問題1の①29＋32＝61の

確かめ方を式を指さしな

がら説明する． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

17I この式の順番で筆算した？ 
18K はい． 
19I 分かりました．こういう風に暗算でし

たり，筆算でもう一回やってみるって

いう方法もあるね． 
   今日は他の方法を紹介したいと思い

ます．まず問題 1の①29＋32＝62を
確かめる方法を紹介します．この計算

って繰り上がりがある計算だよね．こ

の計算を繰り上がりがない計算に変

えてみようと思います．29 って 1 た
したら 30になってすっきりする数に
なるよね．そしたら，1たしておいた
から，32 から 1 ひいておこう．そし
たら，30＋31 っていう計算に変わる
よね．30＋31の計算と 29＋32の計算
の答えは同じになるっていうのは分

かるかな？ 
20K はい． 
21I そしたら，30＋31はいくつになる？ 
22K 61 
23I 暗算ですぐできたね． 
   61だね．じゃあ 29＋32の答えと比べ

てみて？ 
24K 同じです． 
25 I 同じ答えになりました．ということは

こうやって簡単な計算に変えて，答え

を求めて，問題の計算の答えと比べる

と同じって分かったから，この問題の

計算はあってるなっていうのが確か

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

められましたね． 
   次に問題 1の②542＋38＝570を確か

めます。今度は 38をすっきりする数
字に変えてみたいんだけど，どうした

らいいかな？ 
26K 2たす． 
27I 2たす？じゃあ，2たしてみよう．そし

たら，542の方はどうなる？ 
28K 2マイナスで 540にする． 
29I うんうん．2 マイナスしてみよう．そ

したら，540＋40になるね．じゃあ，
これ答え何？ 

30K 580． 
31I すぐできた．早いね．580 だね．じゃ

あ問題の計算の答えと比べてみて． 
32K 10違う． 
33I 10違うね．ということは，この計算は

間違ってたな，正しい答えはこっちの

580だなっていうことが分かりました
ね． 

34K はい． 
35I じゃあ，次の問題 2の③2499＋1336＝

3735 の計算を確かめます。この計算
だとどっちをどのくらいにしたらい

いかな？ 
36K 2499 を 2500 にして，1336 を 1335

にする． 
37I なるほど，じゃあ，2499に＋1をして，

1336に－1するんだね．2500＋1335
に変えたらいいんじゃないって言っ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

てくれたね．そしたら，この答えはど

うなる？ 
38K えっと，3835 
39I すぐできたね．じゃあ問題の計算の答

えと比べてみて． 
40K 違う． 
41I 違うね．答えが違うって分かりました．

確かめられましたね． 
   じゃあ，今紹介したやり方で問題をし

てみてください． 
42K はい． 
43K できました． 
44I じゃあ，どういう風にしたか，1 番か

ら教えてください． 
45K 59に＋1をして，13に－1をして確か

めました． 
46I はい．じゃあ 2番は？ 
47K まず 69に 1たして，431から 1をひ

いて，そしたら，430＋70した． 
48I 430＋70をしたら 500になったから，

確かめの答えに 500ってかいた？ 
49K はい． 
50I 分かりました．じゃあ 3番は？ 
51K 2 をたして 1500 にして，こっちに 2

をひいて 6443にして…間違えた． 
52I いいよ．大丈夫だよ． 
53K そしたら，7943になる． 
54I じゃあ確かめの答えは？ 
55K 7943になる． 
56I じゃあ○？ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
43K 問題 3の①59＋13＝72，

②431＋69＝490，③1498
＋6445＝7943 を新しい
確かめ方を使って暗算で

する．③は暗算を間違え

て確かめの答えに 7945
とかく． 

45K 問題3の①59＋13＝72を
式を指でさしながら説明

する． 
47K 問題3の②431＋69＝490

を式を指でさしながら説

明する． 
51K 問題3の③1498＋6445＝

7943 を式を指で指しな
がら説明する． 

 
 
 



 

 
 
 
 

57K ○になる． 
58I はい，分かりました． 
  じゃあ今日やってみた感想を聞きたい

んだけど，この新しい確かめ方をして

みてどうだった？ 
59K えっと，間違えることも少なかった

し，ちょっと間違えることもあったん

ですけど，いつもより早く分かりやす

くできて…新しいやり方でやった方

が早くできると思った． 
60I 早くできるなって思ったんだ．そうか．

もし今度テストとかで，計算をしなさ

いって出てきた時に自分で答えを求

めるじゃない？その答えって本当に

あってるのかなっていう時にこうや

った確かめ方っていうのを使ってい

こうと思う？ 
61K はい． 
62I じゃあ今日やってみて，難しかったな，

分からなかったなってことある？ 
63K 位が高くなると，その分位ごとにたす

ことが多くなるから，それを暗算です

るのは難しかったけど，新しい確かめ

方でできるようになった．  
64I そうか，分かりました．これで終わり

ます． 

 
 
 
 



 

資料 6－2 新たな確かめ方における調査のプロトコル 
減法Case1 

 
減法Case1                     E：えり I：調査者 

プロトコル 様子 

01I この問題の計算で答えが正しければ○
を，間違いがあれば正しい答えをかい

てください． 
02E はい． 
03E できました． 
04I じゃあもう 1枚今やったのとは別の方

法でやってみて． 
05E うーん…あっ！ 
06E できた． 
07I 問題 1に戻るんだけど，この計算の答

えが正しいかどうか，どのように確か

めたか教えてください． 
08E 筆算でかいて，19＋37をして 56にな

ったから，○にした． 
09I なるほど．2問目はどうやってした？ 
10E 筆算でかいて,67＋46をして 113で，

違うから，もう一回 103－67をした． 
11I なるほど．3問目は？ 
12E これも，筆算でかいて，279＋509 を

して，788になったから，○にした． 
13I 分かりました．では，問題 2の方はど

うやって確かめましたか？ 
14E えーと…答え間違えてる！ 
15I いいよ．どうやって確かめていたのか

01I 問題 1の用紙を渡す．  
 
 
02E 問題 1 を解く．問題の計

算を筆算形式でかいて，

減数＋差＝被減数になる

ことを確かめる．  
04I 問題 2の用紙を渡す．  
05E 問題 2 を解く．差＋減数

＝被減数になることを筆

算で確かめる．①，②は

でてきた被減数を確かめ

の結果としてかく． 
08E 問題1の①59－19＝37を

どのように確かめたのか

指でかいていたものを指

しながら説明する． 
10E 問題 1 の②103－67＝46

をどのように確かめたの

か指でかいていたものを

指しながら説明する． 
 
 
 



 

を教えて． 
16E 62と 99をたして 161にした． 
17I それでこれはあってる？間違ってる？ 
18E 間違ってる． 
19I 分かりました．では 2問目はどう？ 
20E これも答え間違えた．707＋193 をし

て 900 だから，900 ってかいちゃっ
た． 

21I じゃあこの計算はあってる？間違って
いる？ 

22E 間違っている． 
23I 分かりました．じゃあ 3問目は？ 
24E 5076＋3798 で 8874 であってるから

○にした． 
25I 分かりました． 
   なるほど，えりさんがしてくれたみた

いに，ひく数＋答えをしてひかれる数

になるか確かめる方法と，答え＋ひく

数をたしてひかれる数になるか確か

める方法があるね． 
   それでは今日は他のやり方を紹介し

たいと思います． 
   これからやる確かめには『ひかれる数

とひく数に同じ数をたしても答えは

同じ』という引き算のきまりを使いま

す．問題 1の①56－19＝37の計算を
確かめます。ひく数の 19に 1をたし
ます。19に 1をたしたので 56の方に
も 1たしておきます。するとどういう
計算になる？ 

 
16E 問題 2 の①151－99＝62

をかいてある筆算を指さ

しながら説明する． 
 
20E 問題 2 の②800－193＝

707 をかいてある筆算を
指差しながら説明する． 

 
 
 
 
24E 問題 2の③8874－3798＝

5076 をかいてある筆算
を指差しながら説明す

る． 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 



 

26E えっとー．57－20？ 
27I はい．57－20になります．こうするこ

とで，繰り下がりのない簡単な計算に

しました． 
   これは答えはいくつになる？ 
28E 27？ 
29I 57－20だよ．難しかったら，プリント
に筆算をかいてもいいよ． 

30E うん．37 
31I そう．これ 37になります．じゃあ 57

－20と 56－19の答えを比べてみて． 
32E 同じ． 
33I そう．同じだね．同じ答えになる式に

変えて，同じ答えが出てきたから，こ

の問題の計算は正しいってことが確

かめられました． 
   次に，問題 2 の①151－99＝62 の計

算を確かめます．さっきの方法でやる

とどうしたらいいと思う？簡単な繰

り下がりのない計算にするには？ 
34E ＋1 
35I どっちに＋1しようか？ 
36E 99の方． 
37I はい．じゃあ、99に＋1しようか．じ

ゃあ 151の方にも？ 
38E ＋1 
39I そうだね．＋1しようか． 
   そうすると，どんな計算になる？ 
40E 152－100 
41I そうだね．152－100になるね．答えは

 
 
 
 
 
 
 
 
30E 問題用紙の空欄に 57－20

の筆算をかいて答えを求

める． 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

いくつ？ 
42E 52 
43I うん．52になります． 
   じゃあ，151－99 の答えと比べてみ
て． 
44E 10違う． 
45I 違うね．この問題の計算は間違ってい
たな，正しい答えは 52だっていうのが
確かめられましたね． 

  次に問題 2 の②800－193＝707 の計算
を確かめます．これだと，どれにいくつ

足したら，繰り下がりのない簡単な計算

になる？ 
46E ＋1 
47I まずどっちに＋1する？ 
48E 193の方． 
49I 193の方に＋1をして，800の方は？ 
50E ＋1をする． 
51I そうすると，801－194になるってこと
だよね． 

52E うん． 
53I 801－194 だと繰り下がりがある計算
になるね． 

54E うん． 
55I じゃあ繰り下がりのない計算にするに
はどうしたらいいかな？ 

56E 1ひいてみる． 
57I じゃあ 1ひいてみようか．そうすると，
どんな計算になる？ 

58E 799－192 

 
42E 問題用紙の空欄に 152－

100 の筆算をかいて答え
を求める． 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

59I 799－192になるね．そうだね．繰り下
がりのない計算になるね．その計算の仕

方もあるね．じゃあ，たしてみるにはい

くつたしたらいいかな？ 
60E うーん． 
61I さっき，800と 193両方から 1ひいて
みるってやり方を教えてくれて，その方

法もあるなって思ったんだけど，たして

みる方法は何かある？ 
62E うーん．7たす． 
63I そうか．7 たしてみようか．193 に 7
をたします．じゃあ，800の方は？ 

64E 7たす． 
65I 800の方にも 7たしておこう．そうし
たら，どんな計算になる？ 

66E 807－200 
67I そうだね．807－200になるね．答えは
いくつ？ 

68E 607． 
69I 暗算でできたね．そうです，607です．

800－193の答えと比べてみて． 
70E 100違う． 
71I そうだね．100 違うね．この問題の計
算は間違っているな，正しい答えは 607
だなってことが確かめられたね． 

  じゃあ，今やってみた方法で問題を解い

てみてください．1問できたら教えてく
ださい． 

72E はい． 
73E できました． 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
71I 問題 3の問題用紙を渡す． 

 
 
 
 
 
72E 問題3の①64－29＝35の

下に 65－30＝35とかく． 



 

74I どうやって確かめましたか？ 
75E 64に＋1をして 65にして，29に＋1
をして 30にして，計算しました． 

76I はい，正解です．次の問題もしてみて． 
77E はい． 
78E できました． 
79I どのようにしましたか？ 
80E 173に＋7して 180にして，98に＋7
して 105にして，計算しました． 

81I 180－105は暗算でしましたか？ 
82E はい． 
83I 分かりました．はい，正解です．次の
計算もしてみてください． 

84E はい． 
85E できました． 
86I どのようにしましたか？ 
87E 760に＋7をして，502に＋7をして

計算しました． 
88I 答えは筆算でだしたの？ 
89E はい． 
90I 分かりました．最初に 760の方をみて，

7 たしてみようと思って 7 たしてみ
た？ 

91E うん． 
92I じゃあ，最初に 495をみてみて．こっ

ちに何を足したら繰り下がりのない

計算になりそう？ 

93E 5 
94I 5．じゃあ 5をたしてやってみようか． 
95E はい． 

 
75E かいてある式を指さしな

がら説明する． 

 
77E 問題 3 の②173－98＝85

の下に 180－105＝75 と
かく． 

80E かいてある式を指さしな

がら説明する． 
 
 
 
 
84E 問題 3 の③760－495＝

365 の下に 767－502 と
かき，その下に筆算をか

いて 265 と答えを求め
て，式の続きに答えをか

く． 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
95E 765－500＝265とかく． 



 

96E できました． 
97I この計算はどうやってした？暗算でし

た？ 
98E うん． 
99I そうか．最初の 767－502 は筆算で答

えをだして，765－500は暗算で答え
をだしたけど，どっちが楽だった？ 

100E 765－500の方． 
101I そうだね．えりさんがやってくれた

767－502のやり方もいいと思うよ．
筆算でして正しい答えを求められて

いるからいい方法だと思います． 
   今日新しい確かめ方をしてみてどう

だった？ 
102E 今度テストとかで使ってみたいと思

う． 
103I そうか．テストで計算の問題がでてき

て，自分で答えを出してから本当に正

しい答えが求めれたのかをこの方法

で確かめてみたいって思う？ 
104E うん． 
105I そうか．分かりました．じゃあ今日や

ってみて難しかった，分からなかった

ってことある？ 
106E 問題 2で答えを間違えた． 
107I この時は，答えとひく数をたして 161

にして確かめの答えで 161 ってかい
たんだよね．この時はどうやってした

かった？ 
108E 151に 1たして，99に 1たせばよか



 

 
 

資料 6－2 新たな確かめ方における調査のプロトコル 
減法Case2 

 
減法Case2                    T：ともえ I：調査者 

った． 
109I そうか， 新しいやり方でやったらで

きるなって思った？ 
110E うん． 
111I はい分かりました．これで終わりま

す． 

プロトコル 様子 

01I この問題の計算で答えが正しければ○
を，間違いがあれば正しい答えをかい

てください． 
02T はい． 
03T できた． 
04I じゃあ今度は他の方法でやってみて． 
05T はい．うーん… 
06I 他の方法が思いつかなかったら前のや

り方と同じでもいいからやってみて． 
07T うん． 
08T できた． 
09I じゃあ今どういう風にして確かめたか

教えてくれる？ 
08T 50－10して，46にして 46－9して 37

だから○にした． 
09I そうか．2 番と 3 番はもう一回筆算し

01I 問題 1の用紙を渡す．  
 
02T 問題 1 を解く．①は暗算

でする．②は暗算でしよ

うとするが迷い筆算でも

う一度計算する．③は筆

算でもう一度計算する． 
04I 問題 2の用紙を渡す．  
06T 問題 2 を解く．①は迷い

ながら暗算でする．②は

他の方法でしようとする

が迷い筆算でもう一度計

算する．③は筆算でもう

一度計算する． 
08T 問題1の①59－19＝37を

どのように確かめたのか



 

た？ 
10T ええと，100－60 して 40 で，43－7

した． 
11I そうか．分かりました．じゃあ今日は
教えてくれたやり方とは別の方法をや

ってみたいと思います．  
これからやる確かめには『ひかれる数と

ひく数に同じ数をたしても答えは同じ』

という引き算のきまりを使います．問題

1の①56－19＝37の計算を確かめます。
まずひく数の 19の数をすっきりした数
になおしたいんだけど，何になったら簡

単だと思う？ 
12T うーん． 
13I これだったら＋1をします．19に 1た

したから 56の方にも？ 
14T 1たす． 
15I そうだね，1たしておくね．そしたら，

計算は，57－20 になるね．いくつに
なる？ 

16T 37 
17I そうだね，37になるね．元の計算の答

えと比べてみると同じだね．たされる

数とたす数に＋1をして計算を変える
というやり方は確かめに使えそうだ

よね． 
18T うん． 
19I 次に，問題 2の①151－99＝62の計算

を確かめます．これも 99でなんか難
しい数字だよね．繰り下がりをなくし

指で式を指しながら説明

する． 
10T 問題 1 の②103－67＝46

をどのように確かめたの

か指で式を指しながら説

明する． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

たいから，どうしたらいいと思う？ 
20T ＋1する． 
21I ＋1 をしたら，きりのいい数字になる

ね．99に＋1したから，151には？ 
22T ＋1？ 
23I そうそう．＋1 します．そしたら，計

算は 152＋100に変わるね．いくつに
なる？ 

24T 52 
25I そうだね，52になるね．元の計算の答

えと一緒になるはずなのに，違う答え

になっているよね．これで，元の計算

の答えは違うっていうのが分かった

ね． 
26T うん． 
27I 次に問題2の②800－193＝707の計算

を確かめます．これだと，193をもっ
とすっきりした数字にしたいね．どう

いたらいいかな？  
28T うーん． 
29I 193 だとひきにくいよね．もっときり
のいい数字にしたいね．193が何だった
ら，式が簡単になると思う？ 

30T 200 
31I 200 だよね．200 にするにはこれにい
くつたしたらいい？ 

32T 7たす． 
33I そうだね．7たすといいよね．193に 7
たしたから，800の方にも？ 

34T 7たす． 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

35I そうだね．7たしておこう．そしたら，
807－200 の計算になるね．これはいく
つになる？ 

36T 607 
37I そうだね．607 になるね．そしたら，
元の計算と同じ答えになるはずなのに，

違う答えになったよね．だから 800－
193 の答えは間違ってたっていうのが
分かるね．ともえさんは筆算をして確か

めてたけど，こうやって 807－200の方
が，計算簡単じゃなかった？ 

38T うん． 
39I そうだね．じゃあ，今やった方法を使
って問題を解いてください． 

40T はい． 
41T できました． 
43I はい，できたね． 
  じゃあ，新しい確かめ方使ってみて，さ

っきと比べるとどうだった？  
44T 分かりやすかった． 
45I 分かりやすかった？じゃあ，これから

新しい確かめ使おうと思う？ 
46T うん． 
47I じゃあ今日やってみて難しかった，分

からなかったってことある？ 
48T うーん． 
49I なかった？ 
50T うん． 
51I 分かりました．これで終わります．  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
39I 問題 3の問題用紙を渡す 
 
40T 問題3の①64－29＝35の
下に 

   29＋1＝30 
   64＋1＝65 
   65－30＝35 とかく． 
問題 3の②173－98＝85の
下に 

98＋2＝100 
173＋2＝175 
175－100＝75 とかく． 
問題 3 の③760－495＝36
の下に 
495＋5＝500 
760＋5＝765 
765－500＝265 とか

く． 



 

資料 6－3 新たな確かめ方における調査のプロトコル 
乗法Case1 

 
乗法Case1                     S：さき I：調査者 

プロトコル 様子 

01I 最初にこの問題をしてほしいと思いま
す．次の計算で、答えがおおよそあって

いるものには○を，あっていないものに

は×をかいてください． 
02S はい． 
03S できました． 
04I 次は，今のとはちがう方法でやってみ 
   てください．  
05S はい． 
06S できました． 
07I はい．じゃあ問題 1 からどのように解

いたのか教えてください． 
08S ①は 303の 0は考えなくていいから，

3×5＝15 で 1515 になったから○に
した．  
②は 600 の 00 は考えなくていいか
ら，6×9をして 54で，6×8をして
48でたして 534だからあっているか
ら○にした． 
③は 202×5と，202×2と，202×1
でたして 24250 になったから×にし
た． 

09I なるほど．分かりました．じゃあ問題 2
のほうはどうやってしましたか？  

01I 問題 1の用紙を渡す． 
 
 
 
02S 問題 1 を解く．①は何も
かきこまず，②，③は数字

を空欄にかきこんで解く 
04I 問題 2の用紙を渡す． 
05S 問題 2を解く． ①は何も
かきこまず，②，③は筆算

のようにして数字をかいて

解く．  

 
08S 問題 1 の①303×5＝

1515，②600×89＝53400，
③202×125＝2525 の確か
め方を式を指さしながら口

頭で説明する． 
 
 
 
 
 
 



 

10S ①は 50の 0は考えなくていいから，
19×5をして95なったから○にした． 

   ②は 150×2 をして 200 で，150×3
をして450でたしたら4700だから違
うから×にした． 

   ③は 302の 0は考えずに，416×2と，
416×3をして，それをたして 125632
だったから○にした． 

11I 分かりました．こういう確かめ方もあ
るよね．じゃあ今日は他の確かめ方を

紹介したいと思います． 
   かけ算の計算を確かめるのに概数に

して見積もって確かめてみたいと思

います．問題 2の①19×50＝95の計
算を確かめます．19 を上から 1 桁の
概数にするとどうなりますか？ 

12S 20 
13I そう．20 になって，20×50 の計算に

変わるよね．いくつになる？ 

14S 1000 
15I そうだね，1000になるね．この計算の

答えはおよそ 1000くらいになりそう
だっていうことが分かりましたね．19
×50の答えと比べてみて？ 

16S 数が大きい． 
17I そうだね．数が大きいよね．桁が全然

違うから，この計算の答えは間違って

いたということが見積りをすること

で分かりましたね． 
   次に問題1の②600×89＝53400の計

10S 問題 2の①19×50＝95，
②150×32＝750，③416
×302＝125632の確かめ
方を式を指さしながら口

頭で説明する． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

算を確かめます．これを概数にして計

算するにはどんな計算に変えたらい

い？  
18S 600×90 
19I そう，600×90 になるね．これはいく

つになりますか？ 
20S 54000 
21I そうだね．54000になるね．54000と

見積もったけど，元の計算の答えと比

べてみてどう？ 
22S うーん．  
23I さっきの問題は桁が全然違ったんだけ

ど，これだと桁は同じだし，大体

54000 くらいになりそうだなって見
積もったから，この計算の答えって大

体あっているなっていうのが分かっ

たね． 
24S うん． 
25I 次に問題 1 の③202×125＝2525 を確

かめます．これだったらどうしたらい

いかな？ 
26S 200×100  
27I そうだね．200×100になるね．いくつ
になる？ 

28S 20000 
29I 20000 になるね．そしたら，元の計算
の答えと比べてみて？ 

30S 桁が違う． 
31I そうだね．桁が違うね．この答えは間
違ってたな，もう一回計算しなおす必要

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

があるなっていうのが確かめられまし

たね． 
32S うん． 
33I じゃあこの方法で問題を解いてみてく
ださい．1問できたら教えてください． 

34S はい． 
35S できました． 
36I どうやってしました？ 
37S 38を四捨五入して 3に＋1をして 40
にして，40×20で 800だから桁が違う
から×にした． 

38I はい．正解です．では，次の問題もし
てみてください． 

39S はい． 
40S できました． 
41I どのようにしましたか？ 
42S 400×71 で 28400 で桁が違うから×
にしました． 

43I 71を概数にするといくつになる？ 
44S 70…あっ 
45I じゃあ下にかいてみて． 
46S 400×70をして28070で桁が違うから
×になる． 

47I はい分かりました．3 番もしてみてく
ださい． 

48S はい． 
49S できました． 
50I どうやってしましたか？ 
51S 500×600をして560000で311296と
比べると，桁は一緒だけど，3よりも 5

 
 
 
33I 問題 3の用紙を渡す． 
 
 
35S 問題3の①38×20＝76を
解く．「40×20＝800」とか
く． 

37S かいた式を指さしながら
口頭で説明する． 

 
 
39S 問題 3 の②400×71＝

2840を解く．「400×71」
とかき，筆算をして答え

をだす．  
42S かいた式を指さしながら

口頭で説明する． 

 
 
46S 「400×70」とかき，筆算

をして 28070と答えをだ
す． 

 
48S 問題 3 の③512×608＝

311296 を解く．「500×
600＝560000」とかく． 

51S 式を指さしながら口頭で
説明する． 



 

 
 
 
 

の方が大きいし，1よりも 6の方が大き
いから違うから×にした． 

52I なるほど．500×600をしてくれたんだ
けど，それをしたらこの答えになる？ 

53S あっ． 
54I じゃあ確かめはどうなる？ 
55S 300000 になって桁が同じだけど，比
べると数が大きいから×にした． 

56I 分かりました．じゃあ今日やった感想
を聞きます．この新しい確かめ方でして

みてどうだった？ 
57S はじめは筆算したり，ひとつひとつ計
算して大変だったけど，この方法で概数

にして計算する方が分かりやすかった． 
58I そうか．じゃあこれからこの確かめ方
つかっていこうと思う？ 

59S うん． 
60I 今日やってみた中で難しかったこと，
分からなかったこととかある？ 

61S 新しいやり方だと，概数にして計算す
るだけでやりやすいけど，前にやってた

やり方だとたくさん計算しなくちゃく

けないし，時間もいっぱいかかるから難

しかった． 
62I はい．分かりました．これで終わりま
す． 

 
 
 
 
53S 「300000」となおす． 



 

資料 6－3 新たな確かめ方における調査のプロトコル 
乗法Case2 

 
乗法Case2                    Y：ゆうき I：調査者 

プロトコル 様子 

01I 最初にこの問題をしてほしいと思いま
す．次の計算で、答えがおおよそあって

いるものには○を，あっていないものに

は×をかいてください． 
02Y はい． 
03Y できました． 
04I 次は，今のとはちがう方法でやってみ 
   てください．  
05Y はい． 
06Y できました． 
07I はい．じゃあどのように解いたのか教

えてください． 
08Y 1515÷5をして解きました．  
09I そうか．「答え÷わる数」をしたんだね． 
10Y はい． 
11I 他も同じやり方？ 
12Y はい． 
13I 分かりました．こういう確かめ方もあ

るよね．じゃあ今日は他の確かめ方を

紹介したいと思います． 
   かけ算の問題をしてもらったんだけ

ど，かけ算の計算を確かめるのに見積

りを使った確かめ方をしてみたいと

思います．問題 2の①19×50＝95の

01I 問題 1の用紙を渡す． 
 
 
 
02Y 問題 1 を解く．積÷乗数
＝被乗数となるよう筆算で

確かめる．  
04I 問題 2の用紙を渡す． 
05Y 問題 2を解く． 積÷乗数
＝被乗数となるよう筆算で

確かめる．  
 
08Y 問題1の①303×5＝1515
の確かめ方を口頭で説明する． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

計算を確かめます．19 を上から 1 桁
の概数にすると… 

14Y 20 
15I そう．20 になって，20×50 の簡単な

計算に変えます．いくつになる？ 
16Y 100 
17I 100かな？ 
18Y あ，1000だ． 
19I そう 1000になるね．19×50の答えは

1000 におおよそ近い数になると見積
もりました．でも，桁が違って，おお

よそあっていないことが確かめられ

ました． 
   次に問題1の②600×89＝53400の計

算をさっきの方法で確かめます．89
を上から 1桁の数にすると？ 

20Y 90 
21I そう，90になるね．それで 600×90に

なります．これはいくつになります

か？ 
22Y 54000 
23I そうだね．54000になるね．54000と

見積もって，元の計算の答えと比べて

みるとどう？ 
24Y 近い． 
25I そうだね．近い答えになって，大体あ

っているっていうのが分かったね． 
次に問題1の③202×125＝2525を確
かめます．これだったらどうなる？ 

26Y うーん． 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

27I 上から 1桁の概数にすると？ 
28Y 202は 200で，125は 100 
29I うん．200×100になるね．じゃあ答え
は？ 

30Y 20000 
31I ということは，比べてみると？ 
32Y 1桁違う． 
33I そうだね．1桁違うって分かったね． 
  じゃあ，今やったのと同じ方法で問題を

解いてみてください．1問できたら教え
てください． 

34Y はい． 
35Y できました． 
36I どうやってしました？ 
37Y 38を 40にして，40×20で 800だか
ら違うから×． 

38I はい．正解です．では，次の問題もし
てみてください． 

39Y はい． 
40Y できました． 
41I どのようにしましたか？ 
42Y 400×70 で 28000 で桁が違うから×
にしました． 

43I はい．正解です．次の問題もしてみて
ください． 

44Y はい． 
45Y できました． 
46I どのようにしましたか？ 
47Y 512を 500にして，608を 600にして

300000で，近いから○にした． 

 
 
 
 
 
 
 
33I 問題 3を渡す． 
 
 
 
 
35Y 問題3の①38×20＝76を
解く．「40」「20」と縦にかく． 
37Y 口頭で説明する． 

 
 
 
39Y 問題 3 の②400×71＝

2840を解く．「400」「70」
と縦にかく． 

42Y 口頭で説明する． 
 
 
 
44Y 問題 3 の③512×608＝

311296 を解く．「500」
「600」を縦にかく． 

47Y 口頭で説明する． 
 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

48I はい．正解です． 
  じゃあ，今日やってみた感想を聞きたい

ん 
だけど，この新しい確かめ方でしてみて

ど 
うだった？ 

49Y 近い数になるのはいいけど，あってい
る数が出せないので…  

50I あんまりやらない方がいいと思った？ 
51Y はい． 
52I そうか．これから新しい確かめ方を使
っていこうと思う？ 

53Y いいえ． 
54I そうか．今日確かめやってみた中で難
しかったこと，分からなかったことはあ

りますか？ 
55Y 特にありません． 
56I はい．分かりました．これで終わりま
す． 

 
 



 

資料 6－4 新たな確かめ方における調査のプロトコル 
除法Case1 

 
除法Case1                    N：なつこ I：調査者 

プロトコル 様子 

01I 最初にこの問題をしてほしいと思いま
す．次の計算で、答えがおおよそあって

いるものには○を，あっていないものに

は×をかいてください． 
02N はい． 
03N えーと問題が分からなくなっちゃっ

た． 
04I この計算がおおよそあってたら○で，
あってないと思ったら×をかいてくだ

さい．この計算があっているかどうか，

このあいているところを使って確かめ

てみて． 
05N じゃあこの問題をといてみてもいい

ですよね． 
06I うん． 
07N 分かりました． 
08I 次は，今のとは別の方法でやってみて
ください．  

09N はい． 
10N できました． 
11I 今確かめてもらったけど，問題 2 はど
のようなやり方でしたか教えてくれ

る？ 
12N これは習ったとしかいいようがない． 

01I 問題 1の用紙を渡す． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
07N 問題 1 を解く．割算でも

う一度筆算して確かめ

る．  
08I 問題 2の用紙を渡す． 
09N 問題 2 を解く．①，③は
商×除数＝被除数になるか

確かめる．②は余り×商＋

除数を筆算でする． 
  



 

13I じゃあ 2番はどうやって解いた？ 
14N 9 か 25 をたすんだけど，どっちだっ

たか忘れちゃった． 
15I どっちでやってみた？ 
16N うーん．わかんなくなった． 
17I 25と 9はたしたの？ 
18N かけた． 
19I そうか，25×9をしてできたのに 69を

たして答えをだしたの？ 
20N うん． 
21I 分かりました．やってくれたみたいな

確かめもあるね．今日は他のやり方を

紹介したいと思います．割算の計算を

確かめるのに見積りを使います．見積

りや概数って習ったよね． 
22N うん． 
23I じゃあ今から問題2の①の問題237÷3

＝179の計算を確かめます．237を上
から 2桁の概数にします．すると，240
になって，230÷3の計算に変えます．
これはいくつ？ 

24N 80 
25I 80だね．そしたら，だいたい答えは 80
くらいになりそうだって分かったけど，

237÷3＝179 で桁が明らかに違うこと
が分かったね．だからこれは，間違って

いることが分かったね．このように確か

めてみます． 
  次に問題 2 の②628÷67＝9 あまり 25
を確かめます．628を上から 2桁の概数

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

にすると？  
26N 630 
27I そうだね．じゃあ 67を上から 1桁の概
数にします．いくつになる？ 

28N 70 
29I そしたら，この計算は 630÷70になり
ました．これはいくつになる？ 

30N 90 
31I 90？630÷70だから… 
32N あっ 
33I 9 になるね．そしたら，この答えは大
体あっていそうだなっていうのが確か

められたよね． 
34N 25が違う． 
35I 違うけど，大体あっているから，この
計算は大体あっていそうだなというの

が分かったね． 
次は，問題 1の③9644÷28＝34あまり
12の計算を確かめます．9644を上から
2桁の概数に，28を上から 1桁の概数に
します．するとどうなる？ 

36N 9600と 30 
37I そうだね，9600と 30になるね．これ
計算するといくつになる？ 

38N えーと． 
39I 0 が 1 個消えるから，960÷3 をする
と？ 
40N 320？ 
41I そう 320になるね．元の計算の答えと
比べると桁が違うね．桁が明らかに違う

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
41I 問題 3を渡す． 
 



 

 
 
 

からこの計算の答えは間違っているこ

とが確かめられました． 
  このやり方を使って問題を解いてみて

ください． 
42N はい． 
43N できました． 
44I そうだね．筆算でしてるみたいに，440
÷4をして110で桁が違うから×になる
ね． 

  次の問題もしてみて． 
45N はい． 
46N できました． 
47I はい．できましたね．今日こういう確
かめ方をやってみてどうだった？ 

48N 思ったよりも簡単だった． 
49I じゃあ一生懸命解き直して確かめてく
れたやり方と新しい確かめ方どっち使

っていこうと思う？ 
50N どっちも． 
51I どっちもか．じゃあ今日やってみて難
しかったこと，分からなかったことあっ

た？ 
52N うーん． 
53I 特にない？ 
54N うん． 
55I はい．分かりました．これで終わりま
す． 

 
 
 
 
42N 問題 3 の①436÷4＝119

を解く．「440÷4」を筆
算で解く． 

 
 
 
45N 問題 3 の②347÷48＝7

あまり 11を解く．式のし
たに「350」「50」とかい
て暗算で見積もる．③

4452÷53＝884 も下に
「4500」「50」とかいて
暗算で見積もる．  

 
 



 

資料 6－4 新たな確かめ方における調査のプロトコル 
除法Case2 

 
除法Case2                     R：りな I：調査者 

プロトコル 様子 

01I 最初にこの問題をしてほしいと思いま
す．次の計算で、答えがおおよそあって

いるものには○を，あっていないものに

は×をかいてください． 
02R はい． 
03R できました． 
04I 次は，今のとは別の方法でやってみて
ください．  

05R はい． 
06R できました． 
07I じゃあ最初に解いてもらった問題に戻

るんだけど，どんな風に考えて○や×

と答えた？ 
08R 4×9 の計算をして，36 になってここ

が 6になってないから違うと思った． 
09I じゃあ，2問目は？ 
10R 38の 8と 2をかけて，16で，836の

一の位が 6だから○だと思った． 
11I 3問目は？ 
12R これもさっき同じで，8×4をして，割

られる数と違うから，×にした．  
13I なるほど．じゃあこっちは違う方法で

考えて見てと言ったんだけど，どのよ

うに考えましたか． 

01I 問題 1の用紙を渡す． 
 
 
 
02R 問題 1 を解く．空欄には
何もかかずに，答えの欄に

だけ○×をかく． 
04I 問題 2の用紙を渡す． 
05R 問題 2 を解く．空欄に①

は 957，②は 603，③は
筆算をかく． 

 
 
08R 問題 1の①79÷4＝19あ
まり 3の確かめ方を口頭で
説明する．除数×商の 1の
位の数を計算して，被除数

の 1 の位と比べて確かめ
る． 

10R 問題1の②836÷38＝222
の確かめ方を口頭で説明す

る． 
12R 問題1の③9644÷28＝34
あまり 12 の確かめ方を口



 

14R これは 179×3で 237にならなかった
から×にした． 

15I なるほど．2問目は？ 
16R 9×67をして，603になったから違う

と思った． 
17I じゃあ 3問目は？ 
18R 278×13をした． 
19I はい，分かりました．こういう確かめ

方が 
あるね． 
それでは今日は新しい確かめ方を紹介

したいと思います．  
最初に，問題 2の①の問題 237÷3＝179
の計算を確かめたいと思います．割算の

計算を確かめるのに見積りを使います．

見積りや概数って習ったよね．割算を見

積もるときは，わられる数を上から 2桁
の概数に，わる数を上から 1桁の概数に
して計算するって習ったよね．これを使

って，確かめると，237はどういう数字
になおしたらいい？  

20R 240 
21I そうだね．240 だね．そしたら，240

÷3の計算に変わるね．これ答えいく
つ？ 

22R 80 
23I 暗算でできたね．そうだね 80だね．じ
ゃあ，元の計算の答えと比べてみて． 

24R 違う． 
25I そうだね．明らかに桁が違って答えが

頭で説明する． 
14R 問題 2 の①237÷3＝179
の確かめ方を口頭で説明す

る． 
16R 問題2の②628÷67＝9あ
まり 25 の確かめ方を口頭
で説明する． 

18R 問題 2 の③3614÷278＝
13 の確かめ方を口頭で
説明する． 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

違うって分かったね．こういう風にして

元の計算を概数にして計算して求める

ことで，だいたいどのくらいの答えにな

りそうかなっていうのが分かったね． 
  次の問題いくね．問題 2の②628÷67＝

9 あまり 25 を確かめます．これだった
ら，どんな計算になる？ 

26R 630÷70 
27I そうだね．630÷70 だね．答えはいく
つ？ 

28R 9 
29I すぐ暗算でできたね．そしたら元の計
算の答えと比べてみて．この問題はおお

よそあっているかって聞かれてるから，

大体あっているなっていうのが分かり

ましたね． 
  次の問題いくね．問題 1 の③9644÷28
＝34あまり 12の計算を確かめます．こ
れだったら，どうしたらいい？ 

30R 9600÷30 
31I そうだね．9600÷30にします．そした
ら答えは何になる？ 

32R ええと，32？ 
33I あいたところでかいて計算していい
よ． 

34R 320 
35I そう 320．暗算おしかったね．じゃあ
元の計算と比べてみて． 

36R 全然違う． 
37I 全然違うね．この問題の計算の答えは

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
34R 空欄で筆算をする． 
 
 
 
37I 問題 3を渡す． 



 

違った，もう一回計算しなおさなくちゃ

いけないっていうのが分かったね． 
  そしたら，この方法で問題をやってみて

ください． 
38R はい． 
39I じゃあ確認するね．どうやってしまし
たか？ 

40R 440÷4 をして 110 になって全然違う
から×にした． 

41I はい正解です．じゃあ 2 問目もしてみ
てください． 

42R はい． 
43R できました． 
44I どのようにしましたか？ 
45R 347を上から 2桁の概数にして，48を
上から 1桁の概数にして，450÷50で 9
になったから×にした． 

46I 347 を上から 2 桁の概数にしたんだよ
ね．見直してみて． 

47R あっ，350だ．350÷50をして 7． 
48I じゃあ，問題の答えは○になる？×に
なる？ 

49R ○になる． 
50I はい，そうですね．じゃあ 3 問目もし
てみてください． 

51R はい． 
52R できました． 
53I はい，どのようにしましたか？ 
54R 4452を上から 2桁の概数にして 4500
にして，53 を上から 1 桁の概数にして

 
 
 
 
38R 問題 3 の①436÷4＝119
を解く．440÷4＝110とかく． 

 
40R 口頭で説明する． 
 
 
 
 
43R 問題3の②347÷48＝7あ

まり 11を解く．450÷50
＝9とかく． 

45R 口頭で説明する． 
 
 
 
47R 350÷50＝7 とかいてな

おす． 
 
 
 
 
51R 問題 3 の③4452÷53＝

884を解く．4500÷50＝
90とかく． 

54R 口頭で説明する． 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

50にして答えが 90になった． 
55I  90って見積もって，884と比べてるた
ら大体あってないなって思ったから×

にした？ 
56R はい． 
57I はい，分かりました．今日こういう確
かめ方をやってみてどうだった？ 

58R テストとかで答えの確かめをする時

におおよそあっていそうかをするので

早くできそうだと思った． 
59I 早くできそうだと思ったんだ．これか
らテストで使ってみようと思ったんだ． 

60R はい． 
61I そうか．今日やってみて難しかったと
か分からなかったこととかあった？ 

62R うーん．特にないです． 
63I 分かりました．これで終わります． 
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